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一 般情報

I 1

 スロバキアの投資環境

本パンフレット“スロバキアの投資環境”は、スロバキア共和国の経済環境
およびその統計、ビジネス環境に関する情報、有力な産業分野、経済発展の展望
およびその戦略、その他有益な情報を提供することで、同国がビジネスにとって
いかに理想的な環境であるかということを、皆様にご紹介することを目的として
作られました。

半径1000km以内に
3億のクライアント

半径2000km以内に
6億のクライアント
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実質GDP成長率

インフレ率

失業率

I  スロバキアの投資環境

出展：2014 Eurostat, 記：2014, 2015年予想, European Commission — Eurostat, European Economic Forecast, spring 2017

スロバキアへの直接投資を推奨する10の理由

中欧の拠点として輸出に適したロケーショ
ン

安全な投資環境: 政治的・経済的な安定性

開放的な経済

中・東欧の中でも高い労働生産性を誇る

異文化の経営スタイルにも高度に順応する
労働力
優れた多言語スキル

中・東欧で数少ないユーロ導入国

工場用地やオフィスの選択肢が豊富 

着実に成長しているインフラ・ネットワーク

魅力的な投資誘因
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Source: Standard & Poors, Moody's, Fitch Ratings, OECD, 2017
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中・東欧で最高の労働生産性
労働生産性指数は、就業１時間あたりのＧＤＰで表されます。下の図は、EU初期加盟28か国の平均と比較したそれぞれ
の国の労働生産性を表したもので、購買力平価基準（ＰＰＳ）ベースのＧＤＰに基づく1時間あたりの労働生産性指数を
示しています。これにより、国によって物価水準が違っていても有意の比較が可能になっています。

2016年の総月給額

税制度

20% 21% 100% 0%

チェコ ポーランド スロバキア ルーマニアハンガリー ブルガリア

出典：チェコ共和国、ハンガリ、ポーランド、スロヴァキア、ブルガリア、ルーマニアの各国家統計局為替レート, 2016

I sario

消費税 法人所得税 利益の本国送金 配当税
相続および贈与税

不動産譲渡税

1,020 EUR
27,220 CZK

928 EUR
4,047 PLN

912 EUR 642 EUR
2,886 RON

844 EUR
263,171 HUF

482 EUR
944 BGN

20.0
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20092006 20102007 2011 20132008 2012 2014 2015

Labour Productivity in CEE

出典: Eurostat, 2015;  と比較して EU 28 (100)

チェコ

ハンガリー

ポーランド

ルーマニア

ブルガリア

ス ロ バ キ ア



13 485 既卒者

2 188 既卒者

36 417 現大学生

5 763 現大学生
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大学教育
スロバキアには、現在、35校の大学があります。2015年～2016年の学年度に
は、 学士課程、修士課程合わせて、実に15万1,316名がスロバキアの大学に入
学し、 また、卒業した数は、5万3,495名でした。これは、1980年代に起こったベビ
ーブ ームの影響と高い進学率のためです。スロバキアの高校卒業者の大学進
学率 は、世界でもトップレベルとなっています。

高等教育
スロバキアでは、専門訓練校や職業訓練校のシステムが確立されています。日々
変化する労働市場の要求に対応するため、高等学校では、
高水準の管理体制の下、独自の教育プログラムを組み、地域産業のニーズに応
えています。

多言語を話す能力と教育
スロバキア人は、向上心に溢れ、柔軟性があります。 ほとんどのスロバキア人は
二ケ国語を話します。　中でも英語は、全教育機関の学生のうち92％が学んで
おり、次に、隣国オーストリアの影響と歴史的背景により、ドイツ語が話されて い
ます。中東欧諸国に進出した企業の管理職は、スロバキアへの進出の決定的 要
因の一つに、スロバキア 人の英語力の高さを上げています。

スロバキア
かけがえのない人材の宝庫
スロバキアは、他の中東欧諸国に比べ、高い大学進学率を誇って
います。全人口のうち21％が大卒以上で、70％ が高等学校教育課
程を修了しています。

大学における専攻分野

高等教育課程
に取り入れられている外国語

I  スロバキアの投資環境

科学技術分野

自然科学分野

18 740 既卒者

45 741 現大学生

社会科学分野

7 995 既卒者

19 631  現大学生

経済分野

92% 英語

ドイツ語

ロシア語

フランス語

46%

13%

5%

出典：2017年教育情報・予測研究所、 2017年
SARIO算出, OECD: Education and Training 
(2016); Eurostat (2016) 
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主要産業部門
スロバキアには、すでに確立された産業基盤があ り、これが現代
の 自動車、電気電子といった産業の 発展に大きく貢献していま
す。過去数年間にわたり、様々な分野を 代表する大手企業が、中
東欧地域で事業展開をする上で最良のロ ケーションとしてスロバ
キアを選んできました。

01 自動車産業
スロバキアの自動車産業は多様性に富んでおり、全くタイプの異なる自動
車メーカーが3社あります。各社それぞれが独自に確立した下 請け・サプラ
イヤーネットワークを持ち、各ネットワーク内 のサプライヤー同士も連携して
います。 自動車業界の主要プレーヤーの1つとしてのスロバキ
アの地位は、すでにNitraに建設されているJaguar Landrover
の世界クラスの製造施設によってさらに強化されます。

02 電気電子産業
2000年より、スロバキアの電気電子産業は、目覚ましいスピードで成長してき 
ており、スロバキア経済にとって大変重要で、何物にも代えがたい役割を果たし 
てきました。電気電子産業は、自動車産業に次ぐ中心的存在とな っており、雇
用創出と輸出においても２番目の地位を確立しています。

"スロバキアのジリナ工場によって、弊社の名前をヨーロッパに広めることができ、また、ジリナ
でのシードモデルの生産においても大きな成功を収めることができました。また、この工場は、
ＫＩＡグループ全体で見ても世界で最も優れた工場のひとつとだと考えられています。ここに
新規エンジン生産部門を作り、それにより弊社全体のエンジン生産能力を45万台にまで高める
ことができ、大変嬉しく思います。弊社は、長期的な事業強化をスロバキアで行っていきます。ま
た、ジリナ地域における雇用のプラス影響とスロバキアの経済成長も、私たちの目標です。"
—
インキュー・バエ　
KIAモーターズスロバキア　
代表取締役社長

"ＡＵＯスロバキア設立により、高品質液晶ディスプレイを世界のお客様に効率
よくお届けするための万全のネットワーク作りを行っています。私たちは、スロバキア政府、そして、ブ
ラチスラバにある台北代表オフィスからの全面的かつ、継続的なサポートに大変感謝しています。"
—
Paul.S.L. Peng　
AUO スロバキア　
代表取締役社長　

スロバキアにおけ
る自動車生産台数

2016年第１位

1人あたりの自 
動車生産台数において 

第1位となりました。

住民1000人当たり192台

I sario

01 自動車産業 02 電気電子産業
03 シェアードサービ

ス/情報通信技術産業

1 038 503

987 718

971 160

1 043 237

926 555

639 763

561 933

463 140

2015

2013

2014

2016

2012

2011

2010

2009
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スロバキアに投資する理由

•	 安全な投資環境: 政治的・経済的な
安定性

•	 過去10年間で最速の成長率を誇る
ユーロ圏国

•	 ビジネス・世界銀行・財産権の保障
の分野で中・東欧のリーダー的 存在

•	 優れた多言語スキル
•	 中・東欧で数少ないユーロ導入国
•	 グローバルなビジネスをするために

重要な時間帯にある
•	 魅力的な投資誘因 

•	 優秀な多言語を話す能力		
（英語、ドイツ語、フランス語、スペイ
ン語、チェコ語、ポーランド語、ハンガ
リー語、ロシア語 スカンジナビア語)

•	 利用可能な労働力— 年間5万人の
卒業生と15万人の大学生 

•	 異文化・経営スタイルへの高い適応
性を有する労働力

•	 豊富な選択肢を有するAレベルオフ
ィス

•	 着実に成長しているインフラ・ネット
ワーク

03 シェアードサービスセンター／情報通信技術産業
シェアードサービスセンターの活動が目覚ましい地域のひとつに
ブラチスラバが挙げられており、スロバキアのコシツェ市、トレンチーン市
も将来は上位グループに入ってくると考えられています

"弊社がスロバキアに進出する決め手となった要因は、スロバキア人の語学力の高
さ、競争力のある音声およびデータネットワーク、安定した政治経済および政治環
境、そしてブラチスラバが、西ヨーロッパのＥＭＥＡ顧客の大多数に、また
重要な新興市場である東ヨーロッパにも近いという地理的条件です。"
—
Rolf Lobreyer　ヒューレット・パッカードEMEA 　デリバリーマネージャー　

I  スロバキアの投資環境
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研究開発分野
スロバキア共和国政府は、研究開発および先進技術に特化した高
い付加価値をもたらすプロジェクトや投資に対しての優遇措置を
開始しました。

研究開発におけるスロバキアの地位
世界経済フォーラムによる国際競争力レポート2017-2018によれば、スロバキア
は 世界の中で次のようにランク付けされています。

1

2

3

4

5

6

研究開発にスロバキ
アが選ばれる主な

ポイント

比較的低コストで獲得
可能な質の高い人材

高度先端技術産業における
生産プラントの存在

研究開発および
産業クラスターの存在

研究開発および
先進技術分野の幅広い

ネットワーク

確立された産学協力体制

研究開発に対する助成制度

技術分野別研究開発
費の構成

2011年～2015年

I sario

中度～高度先端
技術事業 他の知識集約型

サービス事業

低度～中度先端
技術事業

知識集約型マーケット
サービス事業

16%

7.3%

2.1%

資料元：2016年スロヴァキア共和国科
学技術年鑑

1

1

1

15

30

44

46

37

58

65

48

85

16

16

21

シンガポール

アイルランド

スイス

チェコ

スロバキア

チェコ

スロバキア

チェコ

スロバキア

ハンガリー

ポーランド

ポーランド

ポーランド

ハンガリー

ハンガリー

外国直接投資における法制のビジネス影響度

外国直接投資と技 術移転

賃金と生産性

43%

出典：世界競争力レポート2017-2018　世界経済フォーラム2017、137ヵ国ランキング

知識集約型高度先端
技術サービス事業

30%

高度先端技術
事業

1.6%
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投資に対する助成制度
投資に対する助成制度の第一の役割は、失業率が高い地域での
投資プロジェクトの実施を促進することです。新規投資で期待されるプラス効果は、雇用創出、学卒者
への就職機会の提供、さらに地域企業にとっての新たなビジネスチャンスの創出です。

製造業
最低投資額/新規機械設備費用が占める割合年
—  40以上の新規事業を創出すること
—  生産量または売上高の最低15％の増加

テクノロジーセンター　＆　共有サービスセンター
テクノロジーセンターと共有サービスセンターの最低投資額はスロヴァキアの
全地区で同額です。　基本条件は以下の通り：

1000万ユーロ/60%

500万ユーロ/50%

300万ユーロ/40%

20万ユ ー ロ/30%

ブラティスラヴァは含まれない。

対象プロジェクト
テクノロジーセンター 共有サービスセンター

対象となるコスト

投資助成金の形態

投資助成法により、対象とな
る投資 プロジェクトは、産業
分野によって 4つのカテゴリ
ーに分けられています。
•	 製造業
•	 テクノロジーセンター
•	 シェアードサービスセンター
•	 観光業

•	 固定資産への最低投資額は50万ユ
ーロ

•	 最低25万ユーロは自己資金でカバ
ーする

•	 雇用する従業員のうち最低でも70％
は大卒者であること

•	 30以上の新規事業を創出すること

•	 固定資産への最低投資額は40万ユ
ーロ

•	 最低2０万ユーロは自己資金でカバ
ーする

•	 雇用する従業員のうち最低でも60％
は大卒者であること

•	 40以上の新規事業を創出すること

•	 用地購入費用
•	 建造物購入および建設費用
•	 技術設備・機械設備費用
•	 無形固定資産　―　 
	 ライセンス・ノウハウ等 

•	 助成金、
•	 税の減免措置、
•	 雇用創出に対する助成金、
•	 国家および自治体所有不

動産の優遇価格での譲渡

I  スロバキアの投資環境
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サクセスストーリー
1993年の独立以来、スロバキアでは、世界各国から幅広い産業分野の投資プロジェクトが成功を
収めてきました。その数は数百件に上ります。

USA

Spain

France

Switzerland

Germany China
Korea

Taiwan

Japan

投資プロジェクトが採択された
企業（国別）

United Kingdom

Italy

Brazil

Austria

Germany
Air Berlin, Brose, BSH Drives & Pumps, 
Cemm Thome, Continental, ContiTech 
Vibration Control, Covestro, Deutche 
Telecom, Eissmann, Giesecke & Devrient, 
Hella, KUKA, Leoni, Mahle, Osram, Porsche 
Werkzeugbau, SAS Automotive Systems, 
Schaeffler, Secop, Semikron, Siemens, 
T-Systems, Vacuumschmelze, Vaillant, 
Volkswagen, ZF

USA
Accenture, Adient ,Amazon, AT&T, Dell, 
Emerson , Getrag Ford, Hewlett Packard, 
Honeywell, IBM, Johnson Controls, Lear 
Corporation, Microsoft, Mondelez, ON 
Semiconductor, Oracle, Tower Automotive, 
Trim Leader, US Steel, Whirlpool

Canada
KraussMaffei, Machine Group, 
Magna, Martinrea, Windsor

United Kingdom
Amec Foster Wheeler Nuclear, Boxperfect, 
de Miclén, DS Smith, ELE Advanced 
Technologies, GlaxoSmithKline, Innopharma, 
Jaguar Land Rover, KMF, Tesco

Spain
ArcelorMittal Gonvarri SSC, Cikautxo, 
Cortizo, Ederlan, Edscha (Gestamp), 
Elastorsa, Estamp, Fagor , Farguell, Grupo 
Antolin, Jobelsa, MAR SK, Technometal

ITALY
B.C.B., Bonfiglioli, MTA, Brovedani, C.I.M.A.,  
Immergas Europe, FGV, Lombardini, 
Magneti Marelli, Mevis, Prysmian Group,
SISME, Z Industries SK

China
Boge Elastmetall, Huawei, Lenovo, 
Mesnac, Yanfeng, ZTE

Taiwan (China)
AU Optronics, Delta Electronics, 
ESON, Foxconn

Denmark
Danfoss Power Solutions, DKI 
Plast,Ecco, Glunz &Jensen, Kragelund, 
Nissens,Unomedical, Velux

Belgium
Aspel, Bekaert, Carmeuse, Deltrian, 
Fremach, Plastiflex, Team Industries

Japan
Akebono, Brother Industrie, Minebea, 
Panasonic, Sanyo, SE Bordnetze, Siix, 
U-Shin, Yazaki

Sweden
Camfil, Cloetta, Dometic, Ericsson, IKEA, 
Lindab, Metal Design, Nefab, SCA Hygiene

South Korea
Donghee, Dongil Rubber Belt, Hanon 
Systems, Hyundai Dymos, Kia Motors, 
Mobis, Samsung Electronics, Shin Heung 
Precision, Sungwoo Hitech, YURA

Switzerland
ABB, Enics, LafargeHolcim, Nestlé, Nexis, 
Novartis, Schindler, Swiss RE, Vetropack

Brazil
CRW Slovakia, Embraco, Micro 
Juntas SK, Rudolph Usinados SK

France
Air Liquide, Alcatel Lucent, Atos, 
Bourbon Automotive Plastics, BEL, CCN 
Group,  Faurecia,  NPL S, Orange, Plastic 
Omnium, PSA Peugeot Citroën, Treves

Austria
Glock, MIBA, Michatek, Neuman 
Aluminium, ZKW



•	 海外地域情報

•	 個々の案件に応じた海外パートナーの調査  

•	 事業機会のオンラインデータベース 

•	 輸出研修センター 

•	 下請けのサポート 
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SARIO の提供するサービス

スロバキア投資・貿易開発庁 (SARIO) はスロバキア共和国政府管轄の投資・貿易促進機関です。当
庁 は2001年に設立され 、スロバキア共和国経済省の管轄下で活動しています。

投資に関するサービス

海外貿易に関するサービス

投資を考える企業へのサービス

以下をお探しの場合

輸出業者様へのサービス

既に進出された投資企業様へのサービス

•	 投資環境の概要説明

•	 投資プロジェクト実施の支援

•	 事業開始に関するコンサルティング 

• 	事業分野および地域の分析 

•	 国家助成に関するコンサルティング 

•	 用地および不動産に関するコンサルティング 

•	 スロバキアのサプライヤーまたは下請け会社

•	 スロバキアの輸出・貿易環境に関する情報 

•	 ソーシングの機会 

•	 スロバキアのビジネス・パートナーとの ジョイントベンチャーの形成、 

•	 現地サプライヤーおよびサービス提供者の調査

•	 事業拡大の準備および実行支援

•	 移転支援、就労・滞在許可手続

• 	先端技術産業および研究開発の支援 

•	 ネットワーク作りの支援

SARIO 
投資プロジェクト数

2002～2016年 

I  スロバキアの投資環境

•	スロヴァキアのイノヴェーション及びR&D環境の発展と普及の為の支援活動 

•	国内外の革新的な大手企業との関係を構築する 

•	国内外の投資家たちの企業買収やジョイントベンチャー事業を支援するため

に、地元の投資環境をエコシステム分析する 

•	資金及び外国市場の獲得のために、各分野の具体的な情報を提供する 

イノべーションサポート 

500

中・東欧＆トルコ地方

2016年の最優秀投資促進機関

AIM Investment 
Awards Dubai 2017

全ての
サービスは
無料です。
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スロバキア投資・貿易開発庁(SARIO) 
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